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Point 減衰量は、入力と出力の電圧比で表される。直列に接続された抵抗による電圧降下は、抵抗

の比で表される。

入力と出力の電力をＰＩ、ＰＯ〔Ｗ〕とすると、減衰量（電力）Ｌ〔ｄＢ〕は次式で表される。

ＰＩ
Ｌ＝10log１０

ＰＯ

入力と出力の電圧をＶＩ、ＶＯ〔Ｖ〕とすると、減衰量（電圧）Ｘ〔ｄＢ〕は次式で表される。

ＶＩＸ＝20log１０
ＶＯ

解説 図１のπ形回路において、出力（負荷）側の抵抗Ｒ２＝75〔Ω〕と負荷抵抗ＲＬ＝50〔Ω〕の

並列合成抵抗Ｒ２Ｌ〔Ω〕は、次式によって求めることができる。

Ｒ２×ＲＬ 75×50 3,750
Ｒ２Ｌ＝ ＝ ＝ ＝30〔Ω〕 (1)

Ｒ２＋ＲＬ 75＋50 125

図１

入力電圧ＶＩ〔Ｖ〕は、入力と負荷間の抵抗Ｒと負荷側の並列合成抵抗Ｒ２Ｌ〔Ω〕によって、電圧

が分圧されるので、出力（負荷）側の電圧ＶＯ〔Ｖ〕は、ＶＯが加わる抵抗Ｒ２ＬとＶＩが加わる抵抗

Ｒ＋Ｒ２Ｌの抵抗の比から求めることができるから、次式で求めることができる。

Ｒ２Ｌ
ＶＯ＝ ＶＩ〔Ｖ〕 (2)

Ｒ＋Ｒ２Ｌ

減衰量（電圧）Ｘ＝14〔ｄＢ〕は次式で表される。

ＶＩ
Ｘ＝20log１０ ＶＯ

＝14＝20×0.7≒20log１０5 (3)

ＶＩ
よって、 ＝5 (4)

ＶＯ

式(1)、(2)、(4)より、次式が成り立つ。



ＶＩ Ｒ＋Ｒ２Ｌ
＝

ＶＯ Ｒ２Ｌ

Ｒ＋30
5＝

30

5×30＝Ｒ＋30

よって、

Ｒ＝5×30－30＝150－30＝120〔Ω〕

［正答：4]

Point インダクタＬのリアクタンスＸＬ〔Ω〕と負荷抵抗ＲＬ〔Ω〕による電圧降下を求めるときは、

ＸＬとＲＬの合成インピーダンスを求めなければならないので、本来は三平方の定理によってインピ

ーダンスを求めるが、減衰量が大きいのでＸＬとＲＬの比によって減衰量が表されるものとする。

解説

入力電圧Ｖ〔Ｖ〕は、インダクタＬのリアクタンスＸＬ〔Ω〕と負荷抵抗ＲＬ〔Ω〕によって、電

圧が分圧される。減衰比が大きいのでＸＬ≫ＲＬとすると(ＸＬ＋ＲＬ)≒ＸＬとなるので、負荷の電圧

ＶＬ〔Ｖ〕は次式で求めることができる。

ＲＬ ＲＬ ＲＬ
ＶＬ＝ Ｖ≒ Ｖ ＝ Ｖ〔Ｖ〕 (1)

√ＸＬ２＋ＲＬ２ √ＸＬ２ ＸＬ

減衰量（電圧）Ｘ＝26〔ｄＢ〕は次式で表される。

ＶＸ＝20log１０
ＶＬ

＝26＝20＋6≒20log１０10＋20log１０2＝20log１０(10×2) (2)

Ｖ
よって、 ＝10×2＝20 (3)

ＶＬ

式(1)、(3)より、次式が成り立つ。

Ｖ ＸＬ
≒

ＶＬ ＲＬ

ＸＬ
20＝ よって、 ＸＬ＝20×100＝2,000〔Ω〕 (4)

100

高周波の周波数をｆ＝7〔ＭＨｚ〕＝7×10６〔Ｈｚ〕とすると、リアクタンスＬ〔Ｈ〕は次式で表

される．

ＸＬ＝2πｆＬ〔Ω〕 (5)

式(4)と(5)より、Ｌを求めると、

ＸＬ 2,000 1 1
Ｌ＝ ＝ ＝ ×10－３〔Ｈ〕＝ 〔ｍＨ〕

2πｆ 2π×7×10６ 7π 7π

［正答：5]



Point 金属などの導体は、温度が上昇すると抵抗値が増加するが、ダイオードなどの半導体は温度

が上昇すると抵抗値が小さくなるので、電流が大きくなる。

解説

(1) ダイオードの電気的特性が同一なので、内部抵抗も同じ値となるから一つのＤに加わる電圧ＶＤ

はＶ/2〔Ｖ〕である。

(2) 図2の特性から、一つのダイオードの場合に0.6〔Ｖ〕まで回路に電流が流れないので、ダイオー

ドを二つ直列にしたときはＶが2×0.6＝1.2〔Ｖ〕以下であれば、回路に流れるＩは零(0)である。

(3) Ｖが1.6〔Ｖ〕の場合は、一つのダイオードの場合に1.6÷2＝0.8〔Ｖ〕の電圧が加わるので、図

2より、回路に流れる電流Ｉは約20〔ｍＡ〕である。

(4) ダイオードなどの半導体は温度が上昇すると抵抗値が小さくなって電流は大きくなるから、図2

の②が常温における特性であるとき、一般にＤの温度が上昇した場合の特性は図2の①である。

［正答：1]

Point コレクタ－エミッタ間電圧とコレクタに流れる電流の積がコレクタ損失となる。

解説

直列制御形定電圧回路では、制御用のトランジスタＴｒ１の電圧降下を基準電圧で制御することに

よって、出力電圧を安定にすることができる。このとき、入力電圧と出力電圧の差がＴｒ１のコレク

タ－エミッタ間電圧となる。

Ｔｒ１のコレクタ－エミッタ間に加わる電圧が最大となるのは、入力電圧が最大Ｖｉｍａｘ＝18〔Ｖ〕



で、出力電圧が最小ＶＯｍｉｎ＝8〔Ｖ〕のときである。このとき、負荷電流が最大ＩＬ＝2〔Ａ〕にな

るとコレクタ損失ＰＬ〔Ｗ〕が最大となるので、次式で表される。

ＰＬ＝(Ｖｉｍａｘ－ＶＯｍｉｎ)ＩＬ

＝(18－8)×2＝20〔Ｗ〕

［正答：3]

Point リターンロスの真数は反射係数の逆数で表される。

解説

特性インピーダンスＺ０＝50〔Ω〕の給電線に負荷抵抗Ｒ＝75〔Ω〕を接続したときの電圧反射係

数Γは、次式で表される。

Ｒ－Ｚ０ 75－50 25
Γ＝ ＝ ＝ ＝0.2

Ｒ＋Ｚ０ 75＋50 125

Ｚ０＜Ｒなので、ＶＳＷＲをＳとすると次式で表される。

Ｒ 75
Ｓ＝ ＝ ＝ 1.5

Ｚ０ 50

リターンロスＬ〔ｄＢ〕は、次式で表される。

1 1 10
Ｌ＝20log１０ ＝20log１０ ＝20log１０

Γ 0.2 2

＝20log１０10－20log１０2≒20×10－20×0.3＝20－6＝14〔ｄＢ〕

［正答：3]

Point ＧＰＳは、カーナビ、スマートフォン、アマチュア無線機などに装備され、主に位置の測位

に用いられているが、周波数や時間の基準としても用いられる。測位には複数（最小で四つ）の衛星

が必要で、周波数は1,000〔ＭＨｚ〕帯の極超短波(ＵＨＦ)帯が用いられている。

［正答：ｱ- 6 ｲ- 2 ｳ- 8 ｴ- 9 ｵ- 5]


